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の如き指数的関係がある（第6図参照）
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第6図　富士山の積雪max．と水位min．との関係

　5　水位の年変化の成因

　これ等のことによって水位の変化がなにによって起こ

るかについて考察するに，第一に富士山の積雪を，第二

として降水を取り上げたい．

　まず水位上昇から老えると，これは融雪がはじまると

ともに水位の上昇がはじまり融雪量増大とともに急増し

それに加うるに降水量の増加（5～7月）が重複するこ

とによって水位の高極をもたらす，降水の増大によって

高極部は維持されるが，その後融雪量の激減と，降水量

も減ずるため水位は下降し10月の末よりは降水の一部は

雪となり，さらに12月頃よりは富士山周辺（標高1500m

以上）は，ほとんどが積雪として堆積するため水位はさ
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らに低下し，そのうえ冬季の渇水期とあいまって2～3

月には水位の最低を示すものと思われる（これにはもち

ろん水位として現われる経過時間をも考慮して）．

　6　三島の地下水の利用について

　以上のことから水の利用についても場合によって考慮

がなされなくてはいけないと思われる．水量は絶対量に

おいては豊富で心配はないが使用方法によっては昨年の

如く楽寿園湧水が澗れることも考えられる．というのは

地下水位が高極部にあるときの使用についてはかまわな

いが低極部の期間については工場等の使用量の多寡が水

位に関係しないとは確言できない．

　この時期の使用量が他期と同量の水量を使用したとし

ても年によっては（富士山に積雪の少い年）最低水位を

幾分でも下げることによって楽寿園湧水（とくにセリ

沢）は湧水が止ることが考えられる．これを防ぐにはこ

の時期に水位と積雪を老慮して水の使用量を規正すると

か，あるいは高極部において自噴して放水状態の水を貯

水することによって渇水期の使用を補うという方法もあ

ると思われる．

　7　む　す　び

　これ等の調査は今後も続けて年変化の成因等を詳細に

調べ三島市付近の水の利用についても計画することが必

要であるように思う．終りにこの調査に種々ご便宜御教

示いただいた三島市観光課，東洋レーヨン三島工場の職

員の方々に厚くお礼申し上げる．
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